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口腔機能管理研修会

歯科の概論について～スムーズな連携を図るために

群馬県歯科医師会地域保健委員会

松本堅志郎

日本歯科医師会
Japan Dental Association

誤嚥性肺炎

• 致死的な肺炎の多くは細菌などに汚染された唾液、食物
残渣を誤嚥することが原因

• 口腔には肺炎の原因となる常在菌が存在

• 高齢者は唾液の分泌量が低下や、口腔機能低下により
不潔になりやすい

• 高齢者の肺炎の７０%以上は誤嚥によるもの

• お口の中を清潔にする口腔ケアは肺炎予防に有効

日本歯科医師会
Japan Dental Association

虫歯 歯周病について

虫歯、歯周病は細菌が要因になります。

はじめに基本的な虫歯、歯周病のお話をい
たします。

日本歯科医師会
Japan Dental Association
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日本歯科医師会
Japan Dental Association

森山貴史著「中高年の歯の病気がすべてわかる本」主婦と生活社 2003 より

歯周組織とは

健康な⻭周組健康織は⼀体となって⻭を⽀えている
日本歯科医師会

Japan Dental 
A

健康な歯肉

日本歯科医師会

Japan Dental 
A i i

⻭周病の⻭⾁
歯周病の歯ぐきの特徴

・赤い色をしている

・腫れてむくんでいる

・血や膿が出る

歯周病の症状

・歯ぐきから血や膿が出

る

・歯ぐきが腫れる

・歯がぐらつく

日本歯科医師会

Japan Dental 
A i i

健康な歯周組織

健康な⻭周組織には炎症がなく，破壊も⾒られない

・⻭ぐきから⾎や膿は出な
い・⻭ぐきは引き締まって
る・⾻は溶けていない

ｲﾗｽﾄ：石井正敏著「やさしい説明，上手な治療［1］歯周病」永末書店 1997 より
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不潔な口腔内

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

お口の環境が全身に影響します

• 口腔内の常在菌が全身へ移動することで、様々な感染を
起こす可能性が考えられています。そのような感染を防
ぐ意味でも口腔ケアは重要です。

• 高齢者は口腔の自浄作用が低下します。唾液の分泌、
舌、口腔周囲筋の動きの減少→口腔内細菌数増加

さきほどお話ししました誤嚥と他に

どのように口腔内細菌が移動し全身に影響するのでしょう

日本歯科医師会
Japan Dental Association
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日本歯科医師会
Japan Dental Association

プラークは細菌の塊

・口の中には300種類以上の細菌が棲んでいる

・その数は500億〜１兆個

・細菌はお互い同士が集まって塊を作る

・このプラークの中の細菌が歯周組織に炎症を起こさせる
歯と歯ぐきの境目の断面図

プラーク中細菌の顕微鏡写真

ｲﾗｽﾄ：山田 了 編著「やさしい説明，上手な治療［3］細菌から体を守るﾌﾟﾗｰｸｺﾝﾄﾛｰﾙ」永末書店 2001 より
写真：K.H.Rateitschhak et.al., “Color Atlas of Periodontology”, Thieme Inc. New York, 1985 より

日本歯科医師会
Japan Dental Association

口腔内細菌が血液中に侵入する

山田 了 編著「やさしい説明，上手な治療［3］細菌から体を守るﾌﾟﾗｰｸｺﾝﾄﾛｰﾙ」永末書店 2001を一部改変り

プラーク

菌の成分

歯周病原菌

血液中へ

歯肉中へ歯肉中へ

・歯周病で炎症を起こした歯肉には多

数の細菌が接している

・歯周病菌が炎症を起こした歯肉の中

に入り込む

・細菌や細菌の成分が血液中に流れ

込み，血管を通って全身に運ばれ，

何らかの病気を引き起こす

日本歯科医師会
Japan Dental Association

口腔内細菌が全身に及ぼす影響

山田 了 編著「やさしい説明，上手な治療［3］細菌から体を守るﾌﾟﾗｰｸｺﾝﾄﾛｰﾙ」永末書店 2001 を一部改変

・動脈硬化などの血管系の病気

・心臓の病気

・肺炎などの呼吸器疾患

・早期低体重児出産

・糖尿病 など

口腔内細菌は
こんな病気に関わっている

歯周病

呼吸器疾患

動脈硬化

心臓病

早期低体重児
出産

糖尿病

口腔ケア

• 口の中を清潔に保つことで、口腔内だけで
なく体全体の健康を保つケア

• 加齢により自力で口腔環境を整えることが
難しくなる

実際の口腔ケアを見て行きましょう

日本歯科医師会
Japan Dental Association
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ケア用品

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

口腔清拭ガーゼ ・粘膜に炎症や傷がある場合に用いる

19 日本歯科医師会
Japan Dental Association
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日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

口腔ケアのチカラ

口腔ケアで口の中を清潔にすると、唾液の分泌が促進されます。
また歯ブラシなどで唾液腺を刺激することでも分泌が促進されます。

感染症や発熱を予防する効果。

口を開けたり閉じたり口腔内を刺激することにより、脳を活発にし認知
症を予防するといわれてます。

口腔機能の低下を防ぐ

口腔ケアを通して口腔機能を向上、改善すれば身体の健康維持につな
がります。

日本歯科医師会
Japan Dental Association
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口腔内アセスメントツールの紹介

OHAT オーハット

アセスメントシートを見ながらスコア化

評価項目は８つスコアは３段階

２点がついたら歯科依頼検討

ケアの介入頻度と方法を決定

早期からの多職種連携による口腔衛生管理

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association
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日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
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日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

33 34

35 36



10

日本歯科医師会
Japan Dental Association

日本歯科医師会
Japan Dental Association

本日のお話は主にこちらの書籍を参考、引用させていただ
きました。
口腔ケアの基本から、さまざまな患者へのケアが詳しく学べ
ます。

日本歯科医師会
Japan Dental Association

ご静聴ありがとうございました
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